
【別表 2】西小 いじめ対応基本マニュアル 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※加害者（いじめている子ども）     被害者（いじめられている子ども） 

観 衆（面白がって見ている子ども）  傍観者（見て見ぬふりをする子ども） 

いじめの受信 
・教職員の発見 

・児童生徒・保護者・地域からの連絡 

管理職へ即連絡（まず、第１報） 生徒指導主任へも連絡 

いじめ・不登校・問題行動等対策委員会（管理職、生徒指導主任、該当児童担任、児童生徒

支援担当、特別支援CN、養護教諭、関係教職員） 
＜緊急か否かの正確な判断！＞ 

 

緊急職員会議（全教職員の共通理解） 

加害者の子ども 

被害者の子ども 

観衆・傍観者の子

ども 

該
当
の
保
護
者
・
地
域
等
へ
の
連
絡
・
連
携
（
担
任
、
管
理
職
、
生
徒
指
導
主
任
等
） 

事実確認後のいじめ・不登校・問題行動等対策委員会 

（管理職、生徒指導主任、該当児童担任、児童生徒支援担当、養護教諭、関係教職員） 

（対応方針決定） 

 

教職員の共通理解（全教職員へ） 

ケース会議 

◎指導支援ＧＬ 

学校・教育委員会 

 関係諸機関等 

マスコミ対応 

◎統括監 

学校教育課長 

学級指導（担任、養護教諭） 

 

全校指導（生徒指導主任、管理職） 

 

保護者会（管理職、担任、生徒指導主任） 

 地域との連絡協議会（管理職、生徒指導主任） 

事 後 

観察・指導・支援の継続 

 

連絡・調

整 

（管理

職） 

市
教
委
（
担
当
者
） 

必要に応じて

順次、詳細を 

（管理職） 

まず、第１報 

（管理職） 

市
教
委
（
担
当
者
） 

個

別

対

応 

チームで事実確認（該当児童担任、生徒指導主任、児童生徒支援担当、養護教諭、関係教職員） 

雲
南
警
察
署 

いじめの度合い

により委員会と

連携しながら 

（管理職） 

☆時系列での記録（担当者） 

①全体像の把握 

②対応方針決定 

 

いじめ受信者・発見者 

事実関係の正確な把握 

いじめ確認組織づくり 

必要に応じてスクール

カウンセラーによる相

談を行う。 


